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象
潟
町
は
空
手
道
競
技
の

開
催
地
で
す

「あつあつで　おいしいよ」

２５

（２月２９日、あつあつ！！おらほの鍋自慢

　　　　　　／道の駅象潟「ねむの丘」）
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町
政
の
伸
展
に

大
き
な
功
績
を
残
さ
れ
た

７
個
人
　
３
団
体
が
受
賞

象
潟
町
公
民
館
白
木
文
庫
の
拡

充
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、
次
代

を
担
う
青
少
年
の
学
力
向
上
に
役

立
て
て
ほ
し
い
と
、
図
書
購
入
資

金
の
寄
付
を
続
け
ら
れ
、
本
町
教

育
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
象
潟
小
学
校
、

象
潟
中
学
校
、
象
潟
町
公
民
館
に

多
数
の
図
書
を
寄
贈
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

（
経
歴
）

本
町
出
身
者
で
あ
る
、
元
日
興

證
券
取
締
役
会
長
・
故
白
木
小
一

郎
氏
の
長
女
。

毎
日
書
道
会
所
属
書
真
会
教
範

日
本
刻
字
協
会
会
員

自
然
体
験
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
等
を
通
し
て
自
立
心
を
培

い
、
責
任
あ
る
青
少
年
を
育
て
る

を
モ
ッ
ト
ー
に
町
・
県
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
青
少
年
の
健
全
育
成

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

（
経
歴
）

昭
和
５６
年
〜
６０
年
　
ガ
ー
ル
ス
カ

ウ
ト
日
本
連
盟
秋
田
第
４
団

（
象
潟
町
）
団
委
員
長

昭
和
６３
年
〜
平
成
６
年
　
同
秋
田

県
支
部
役
員

平
成
７
年
〜
１０
年
　
同
秋
田
県
副

支
部
長

平
成
１１
年
〜
現
在
　
同
秋
田
県
支

部
長

児
童
文
学
（
絵
本
）
の
普
及
や

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
を

発
足
さ
せ
、
各
方
面
で
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
活
発
に
行
い
、
社
会
教
育
の

伸
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

（
経
歴
）

平
成
４
年
〜
現
在
　
社
会
教
育
青

少
年
地
域
活
動
講
師

平
成
５
年
〜
現
在
　
公
民
館
友
遊

く
ら
ぶ
お
よ
び
草
木
染
教
室

講
師

平
成
６
年
〜
８
年
　
親
子
読
み
聞

か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
講

師

平
成
１５
年
〜
現
在
　
公
民
館
絵
本

の
世
界
探
訪
講
座
講
師

長
年
に
わ
た
り
、
書
道
を
通
じ

て
青
少
年
の
健
全
育
成
お
よ
び
生

涯
学
習
の
向
上
発
展
に
尽
力
さ
れ
、

芸
術
・
文
化
の
振
興
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
本
町
に
た
く
さ
ん
の
書

を
寄
贈
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

寄
贈
書
額

「
汐
越
」
「
無
」
ほ
か

（
経
歴
）

象
潟
町
浜
の
町
出
身

（財）
毎
日
書
道
会
評
議
員

東
京
・
白
峰
社
代
表

県
展
運
営
委
員

書
道
研
究
清
芽
会
主
宰
ほ
か

町
陸
上
協
会
会
長
と
し
て
陸
上

大
会
や
駅
伝
を
普
及
し
、
県
レ
ベ

ル
の
各
種
大
会
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
へ
の
参
加
を
奨

励
し
、
社
会
体
育
の
振
興
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

（
経
歴
）

昭
和
４４
年
〜
４９
年
　
町
体
育
協
会

評
議
員

昭
和
４４
年
〜
平
成
４
年
　
町
陸
上

協
会
会
長

昭
和
５６
年
〜
５９
年
　
社
会
教
育
指

導
員

昭
和
５９
年
〜
平
成
１２
年
　
町
体
育

協
会
副
会
長
・
県
体
育
協
会

評
議
員

長
年
に
わ
た
り
、
上
郷
農
業
協

同
組
合
理
事
（
組
合
長
）
お
よ
び

象
潟
町
農
業
委
員
（
会
長
）
と
し

て
、
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
、
農

業
の
近
代
化
や
複
合
経
営
の
確
立

を
推
進
し
、
地
域
農
業
の
発
展
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

（
経
歴
）

昭
和
２９
年
〜
３２
年
　
農
業
委
員

昭
和
４１
年
〜
５６
年
　
上
郷
農
業
協

同
組
合
理
事

昭
和
５６
年
〜
平
成
２
年
　
農
業
委

員

横
岡
サ
エ
の
神
保
存
会

発
　
足
　
昭
和
６３
年
４
月
１
日

代
表
者
　
齋
藤
　
武

会
　
員
　
１０１
世
帯
（
横
岡
全
世
帯
）

大
森
サ
エ
の
神
保
存
会

発
　
足
　
昭
和
６３
年
４
月
１
日

代
表
者
　
佐
藤
菊
雄

会
　
員
　
３６
世
帯
（
大
森
全
世
帯
）

象潟町日中友好協会

　　設　立　平成元年１０月７日

　　代表者　加藤雄悦

東京都世田谷区

岡塚斉子さん（７２歳）

潟見町１区

金澤美惠子さん（６０歳）

鳥屋森

横森サチ子さん（７２歳）

大　町

大井勝雄さん（８２歳）

長　岡

佐々木太治郎さん（８２歳）

本荘市

後藤　竹清さん（７３歳）

武道島２区

故里内　直次さん

★
教
育
功
労

★
社
会
教
育
功
労

★
社
会
体
育
功
労

★国際交流平和功労
★伝承文化功労

★
農
業
功
労

★
芸
術
文
化
功
労

★
芸
術
文
化
功
労

★
社
会
教
育
功
労

平成元年、４２名の会員により協会を設立し、

日中友好を願う人々が思想、信条、政派を超

えて集い、平成２年から中国・諸曁市訪問団

を派遣し、本年度で１３回目を数えている。同

協会の活動が礎となり、日中国交正常化３０周

年を迎えた記念すべき年の平成１４年１０月２１日

に行われた、象潟町と中国・諸曁市の「友好

都市提携協定書」の締結に至るなど、町の国

際交流の発展に貢献されました。

横岡サエの神保存会および大森サエの神保存会は、古

くから同地域に伝わるサエの神行事の保存と伝承に努

め、伝承文化の振興に貢献されております。また、平成

１０年１２月１６日にサエの神行事を中心とする一連の行事

が「上郷の小正月行事」の名称で、国の重要無形民俗文

化財に指定されております。

２
月
２９
日
、
町
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
、
象
潟

町
功
労
者
表
彰
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
町
の
教
育
・
文
化
の
向
上
、
福
祉
の
充
実

な
ど
、
町
の
伸
展
に
尽
く
さ
れ
た
各
界
の
功
労

者
７
個
人
、
３
団
体
の
方
々
（
掲
載
は
ア
イ
ウ

エ
オ
順
）
の
功
績
を
讃
え
表
彰
さ
れ
た
も
の
で

す
。
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

長
年
に
わ
た
り
、
絵
を
通
じ
て

青
少
年
の
健
全
育
成
お
よ
び
生
涯

学
習
の
向
上
発
展
に
尽
力
さ
れ
、

芸
術
・
文
化
の
振
興
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
本
町
に
た
く
さ
ん
の
絵

画
を
寄
贈
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

寄
贈
絵
画

「
パ
リ
追
憶
」
「
出
舟
」
ほ
か

（
経
歴
）

山
形
県
連
、
県
展
無
鑑
査

「
五
十
三
次
三
代
を
行
く
」
を
毎

日
新
聞
社
毎
日
ク
ラ
ブ
に
連
載

「
廣
重
の
東
海
道
を
行
く
」
を
編

纂

平成２年の初訪中の際、
西施殿前に植樹したねむ
の木

横
岡
地
区
の
モ
チ
も
ら
い

大
森
地
区
の
小
屋
焼
き
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町議会定例議会

上
程
さ
れ
た
主
な
議
案

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任

本
年
３
月
３１
日
で
任
期
満
了

と
な
る
、
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
に
田
仲
晴
一
氏

（
本
郷
・
６３
歳
）
を
引
き
続
き

選
任
す
る
も
の
で
す
。

■
象
潟
町
民
プ
ー
ル
使
用
条
例

を
廃
止
す
る
条
例
制
定

現
在
の
町
民
プ
ー
ル
は
、
昭

和
４８
年
に
造
ら
れ
た
も
の
で
、

以
来
３０
年
を
経
過
し
、
施
設
の

老
朽
化
が
著
し
く
、
本
年
３
月

３１
日
を
も
っ
て
用
途
廃
止
す
る

も
の
で
す
。

■
平
成
１６
年
度
一
般
会
計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
、

そ
れ
ぞ
れ
４７
億
７
　
７
０
０
万

円
と
す
る
も
の
で
す
。
（
詳
細

は
広
報
４
月
１
日
号
紙
面
で
）

，

，

町
政
の

基
本
方
針

町
政
の

基
本
方
針

町
政
の

基
本
方
針

町議会３月定例会は２月２３日に招集され、３月１日までの８日間の

会期で開かれました。本議会には、固定資産評価審査委員会委員の選

任、象潟町職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例制定、平

成１５年度一般会計補正予算、平成１６年度一般会計予算など合わせて３６

件が上程されました。（上程された議案の採択の結果については、広

報４月１日号に掲載します）

国
内
の
経
済
情
勢
は
、
景
気
回

復
過
程
に
あ
る
も
の
の
、
国
の
財

政
構
造
改
革
に
伴
い
、
地
方
で
は

新
た
に
厳
し
い
局
面
を
迎
え
て
い

ま
す
。

政
府
の
１６
年
度
予
算
案
は
、
多

額
の
国
債
残
高
と
長
年
の
財
源
不

足
を
背
景
に
、
地
方
交
付
税
な
ど

を
大
幅
に
削
減
す
る
「
三
位
一
体
」

の
改
革
に
踏
み
出
し
ま
し
た
。
こ

の
改
革
は
、
１７
年
度
以
降
も
引
き

続
き
行
わ
れ
る
た
め
、
全
国
の
自

治
体
は
市
町
村
合
併
す
る
、
し
な

い
に
か
か
わ
ら
ず
、
厳
し
い
行
財

政
運
営
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

本
町
で
も
、
大
き
な
影
響
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
少
子
・

高
齢
化
社
会
が
進
む
中
で
、
将
来

に
わ
た
っ
て
、
安
定
し
た
町
民

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
行
政
運
営
の
あ
り
方

を
抜
本
的
に
見
直
す
こ
と
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
真
に
町

民
が
必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
「
町
民
が
夢
と
希
望
」
の
持

て
る
町
政
の
実
現
に
、
全
力
を
傾

注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
町
民
と
行
政
の
協
働
体

制
を
い
っ
そ
う
強
化
し
、
「
ゆ
っ

く
り
・
ゆ
っ
た
り
・
心
を
豊
か
に
」

を
合
言
葉
に
、
特
色
あ
る
「
町
づ

く
り
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
を
町

民
と
一
丸
と
な
っ
て
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

米
国
・
ア
ナ
コ
ー
テ
ス
市
教
育

訪
問
団
９
人
が
、
４
月
中
旬
に
来

町
し
ま
す
。
同
訪
問
団
の
来
町
は
、

１５
年
に
続
き
３
回
目
で
、
町
内
の

各
学
校
な
ど
を
訪
問
す
る
予
定
で

す
。男

女
共
同
参
画
社
会
実
現
に
向

け
、
本
町
で
も
審
議
会
委
員
な
ど

に
女
性
を
で
き
る
だ
け
登
用
し
、

中
学
生
の
男
女
を
対
象
に
し
た
「
ふ

れ
あ
い
体
験
学
習
」
、「
父
と
子
の

ふ
れ
愛
ク
ッ
キ
ン
グ
」
「
フ
レ
ッ

シ
ュ
パ
パ
・
マ
マ
講
座
」
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
住
み
や
す

く
、
活
力
に
満
ち
た
地
域
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
男
女
共
同
参
画

の
「
行
動
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
内
容
が

広
範
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
庁
内

に
連
絡
会
議
を
立
ち
上
げ
、
町
民

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
や
、

町
民
の
代
表
に
よ
る
策
定
委
員
会

を
組
織
し
、
町
民
の
意
見
な
ど
を

反
映
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

１２
年
６
月
に
「
社
会
福
祉
事
業

法
」
が
改
正
さ
れ
、
市
町
村
は
「
地

域
福
祉
計
画
」
を
策
定
す
る
こ
と

が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
基

づ
き
１６
年
度
は
、
「
総
合
地
域
福

祉
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。
こ
の

計
画
に
は
「
次
世
代
育
成
支
援
対

策
推
進
法
」
に
よ
り
、
市
町
村
が

策
定
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る

「
地
域
行
動
計
画
」
と
、
見
直
し

が
必
要
で
あ
る
「
障
害
者
計
画
」

を
包
含
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。保

健
、
医
療
、
福
祉
が
連
携
を

取
り
な
が
ら
、
住
民
が
自
立
で
き
、

福
祉
活
動
に
参
加
で
き
る
、
個
性

あ
る
「
町
づ
く
り
」
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

児
童
手
当
制
度
の
改
正
が
、
１６

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

５
歳
未
満
ま
で
の
児
童
に
支
給
さ

れ
て
い
た
手
当
が
、
小
学
３
年
生

ま
で
拡
大
さ
れ
ま
す
。
支
給
の
月

額
は
、
第
１
子
・
第
２
子
は
５
千

円
、
第
３
子
は
１
万
円
で
、
対
象

児
童
数
は
３
５
２
人
、
支
給
総
額

は
１
　
９
６
５
万
円
と
な
り
ま
す
。

平
成
７
年
度
か
ら
７０
歳
以
上
の

町
民
を
対
象
に
、
「
ほ
の
ぼ
の
支

援
事
業
」
と
し
て
、
バ
ス
券
を
交

付
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
こ
の

事
業
を
見
直
し
、
よ
り
効
率
的
な

生
活
支
援
と
、
広
く
住
民
の
利
便

性
を
図
る
た
め
、
町
内
の
温
泉
施

設
を
巡
回
す
る
「
温
泉
バ
ス
」
の

試
験
運
行
を
本
年
４
月
か
ら
計
画

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
健
康
増
進
の

た
め
、「
は
り
・
き
ゅ
う
マ
ッ
サ
ー

ジ
施
術
費
助
成
」
を
実
施
し
て
、

１０
年
間
が
経
過
し
た
こ
と
か
ら
、

「
温
泉
バ
ス
」
運
行
と
併
せ
た
事

業
と
し
、
月
１
回
、
温
泉
療
法
医

に
よ
る
温
泉
療
法
指
導
と
相
談
日

の
開
催
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

本
年
４
月
か
ら
「
改
正
食
糧
法
」

が
施
行
さ
れ
ま
す
。
国
の
主
導
で

実
施
し
て
き
た
米
の
減
反
を
廃
止

し
て
、
生
産
者
が
自
主
的
に
調
整

す
る
制
度
に
変
わ
り
ま
す
。

「
米
政
策
改
革
大
綱
」
が
国
か

ら
示
さ
れ
、
新
た
な
政
策
が
展
開

さ
れ
ま
す
が
、
現
在
、
本
町
に
お

け
る
水
田
農
業
の
振
興
方
向
と
、

将
来
像
を
明
ら
か
に
す
る
「
地
域

水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
作
成
し

て
い
ま
す
。

地
域
の
課
題
や
特
性
を
洗
い
出

し
、
振
興
作
物
の
生
産
拡
大
と
産

地
づ
く
り
、
売
れ
る
米
づ
く
り
、

担
い
手
づ
く
り
を
重
点
目
標
に
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
「
産

地
づ
く
り
交
付
金
」
の
活
用
方
法

も
、
ビ
ジ
ョ
ン
に
盛
り
込
む
こ
と

に
し
て
お
り
ま
す
。
対
象
は
、
水

稲
の
直
播
栽
培
の
取
り
組
み
、
施

設
園
芸
や
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
ね
ぎ

な
ど
の
重
点
作
物
の
生
産
拡
大
、

品
質
の
向
上
対
策
、
組
織
的
な
生

産
活
動
を
進
め
る
団
地
化
や
受
託

組
合
、
担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用

集
積
な
ど
に
、
活
用
す
る
方
向
で

検
討
し
て
い
ま
す
。

１９
年
の
秋
田
国
体
は
、
開
催
３

年
前
と
な
る
こ
と
か
ら
、
県
や
競

技
団
体
の
空
手
道
連
盟
と
調
整
を

図
り
な
が
ら
、
詳
細
な
計
画
策
定

に
入
り
ま
す
。
ま
た
、
本
年
６
月

に
は
、
町
民
体
育
館
を
会
場
に
秋

田
県
空
手
道
連
盟
大
会
が
予
定
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
大
会
の
開
催
を

機
会
に
、
関
係
団
体
と
の
連
携
を

強
め
、
国
体
開
催
の
盛
り
上
が
り

や
啓
も
う
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ア
ナ
コ
ー
テ
ス
市

教
育
訪
問
団
が
来
町

男
女
共
同
参
画

「
行
動
計
画
」
を
策
定

児
童
手
当
を

小
学
３
年
生
ま
で
拡
大

「
温
泉
バ
ス
」
の

　
　
試
験
運
行
を
計
画

６
月
に

空
手
道
大
会
を
開
催
予
定

「
改
正
食
糧
法
」
施
行

生
産
者
が
自
主
的
に

調
整
す
る
制
度
に

「
総
合
地
域
福
祉
計
画
」
を

策
定
し
、
個
性
あ
る
町
づ
く
り

を
目
指
す

，

，

児
童
手
当
の
支
給
年
齢
が
拡
大
さ
れ
ま
す



入
院
や
出
稼
ぎ
等
の
た
め
本
町

を
離
れ
て
い
る
人
の
場
合
は
、
次

の
よ
う
な
不
在
者
投
票
の
方
法
が

あ
り
ま
す
。

◎
出
稼
ぎ
等
で
不
在
の
人

ま
ず
、
町
選
管
に
宣
誓
書
（
兼

請
求
書
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
後
、
あ
な
た
の
滞
在
先
に
投

票
用
紙
等
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。

郵
送
し
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
滞

在
先
の
選
管
に
持
参
し
、
係
員
の

指
示
に
従
っ
て
投
票
し
て
く
だ
さ

い
。滞

在
先
の
選
管
に
出
向
く
前
に

投
票
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と
な
い

よ
う
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
病
院
や
施
設
に
入
院
・
入
所
し

て
い
る
人

こ
の
場
合
、
都
道
府
県
の
選
管

が
指
定
し
て
い
る
施
設
に
限
り
ま

す
。入

院
・
入
所
先
の
職
員
に
象
潟

町
議
会
議
員
選
挙
の
不
在
者
投
票

を
し
た
い
旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
あ
と
は
施
設
等
で
手
続
き
を

し
て
く
れ
ま
す
。

介
護
保
険
法
上
の
要
介
護
者
で
、

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
要
介

護
状
態
区
分
が
要
介
護
５
で
あ
る

者
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
方
が
、

新
た
に
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
（
た
だ
し
、
自
署

で
き
る
人
に
限
り
ま
す
）

投
票
に
先
立
っ
て
、
郵
便
等
に

よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す

る
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の
交

付
を
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
選
挙
人
で
、

自
ら
投
票
の
記
載
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
者
と
し
て
定
め
ら
れ
た

方
（
次
の
�
�
に
該
当
す
る
者
）

は
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員
長

に
届
け
出
た
者
（
選
挙
権
を
有
す

る
者
に
限
る
）
に
投
票
に
関
す
る

代
理
記
載
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

�
身
体
障
害
者
福
祉
法
上
の
身

体
障
害
者
で
、
身
体
障
害
者

手
帳
に
上
肢
ま
た
は
視
覚
の

障
害
の
程
度
が
１
級
で
あ
る

者
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る

者
。

�
戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
上
の

戦
傷
病
者
で
、
戦
傷
病
者
手

帳
に
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障

害
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら

第
２
項
症
ま
で
で
あ
る
者
と

し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
者
。
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◯
…
白
寿
大
学
は
、
町
民
が
関
心
を
寄
せ
る
高
齢
者

の
た
め
の
生
涯
学
習
の
場
で
あ
る
。
八
十
歳
を
超
え

て
な
お
、
か
く
し
ゃ
く
と
活
躍
し
て
い
る
方
々
の
顔

は
な
ん
と
も
若
々
し
い
。
輝
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
月
末
に
開
か
れ
た
「
白
寿
大
学
生
に
よ
る
体
験
発

表
会
」
で
は
、
五
人
の
代
表
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
見

事
な
生
き
方
を
語
っ
て
く
れ
た
。
地
域
の
伝
承
芸
能

を
育
て
上
げ
た
苦
労
と
喜
び
、
家
族
の
絆
、
世
相
を

か
ら
め
た
生
活
雑
感
、
仲
間
と
の
交
流
、
さ
ら
に
は

郷
土
史
の
研
究
成
果
の
発
表
ま
で
、
内
容
も
多
彩
で

聞
き
ご
た
え
の
あ
る
も
の
ば
か
り
だ
っ
た
。
大
町
の

白
木
貢
さ
ん
が
報
告
し
た
「
松
栄
丸
唐
国
漂
流
記
―

象
潟
の
吉
太
郎
ら
十
五
人
が
広
東
へ
」
は
、
江
戸
時

代
に
お
け
る
秋
田
の
人
間
の
海
外
漂
流
記
録
と
し
て

は
珍
重
さ
れ
る
資
料
の
研
究
・
解
説
だ
っ
た
。

―
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
十
一
月
、
象
潟
町
稲
荷

小
路
出
身
の
船
乗
り
吉
太
郎
が
乗
り
込
ん
だ
松
栄
丸

は
松
前
か
ら
江
戸
に
向
か
う
途
中
、
八
戸
沖
で
暴
風

に
遭
っ
て
難
破
。
吉
太
郎
ら
は
半
年
後
に
中
国
の
南

海
岸
に
漂
着
し
、
さ
ら
に
三
年
後
よ
う
や
く
長
崎
経

由
で
象
潟
に
帰
っ
て
き
た
。
そ
の
模
様
を
当
時
の
本

荘
藩
主
に
報
告
し
た
内
容
が
「
象
潟
・
吉
太
郎
唐
渡

り
口
上
書
」
と
い
う
古
文
書
で
残
さ
れ
て
い
る
。

白
木
さ
ん
の
発
表
は
そ
の
古
文
書
の
解
説
で
あ
る
。

町
の
観
光
案
内
人
で
も
あ
る
白
木
さ
ん
の
語
り
口
は

平
易
な
う
え
、
郷
土
の
吉
太
郎
に
愛
情
を
に
じ
ま
せ

た
も
の
で
、
感
動
的
な
も
の
だ
っ
た
。

◯
…
さ
て
、
寒
さ
も
峠
を
越
し
た
よ
う
だ
が
、
こ
の

時
期
で
一
番
う
ま
い
も
の
は
な
ん
で
し
ょ
う
ね
ぇ
。

味
覚
は
人
そ
れ
ぞ
れ
違
う
か
ら
「
こ
れ
だ
！
」
と
決

め
つ
け
る
の
は
難
し
い
だ
ろ
う
が
、
二
月
の
末
、
道

の
駅
「
ね
む
の
丘
」
で
開
催
さ
れ
た
「
あ
つ
あ
つ
！

お
ら
ほ
の
鍋
自
慢
」
は
ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

や
る
気
十
分
の
方
々
が
自
慢
の
腕
を
振
う
試
み
は
、

も
し
好
評
な
ら
ば
、
年
に
一
回
と
い
わ
ず
に
こ
れ
か

ら
も
仲
間
を
増
や
し
て
続
け
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

二
月
の
初
め
、
漁
協
女
性
部
の
佐
々
木
タ
カ
さ
ん
た

ち
が
ホ
ッ
ケ
の
す
り
身
で
ギ
ョ
ウ
ザ
を
作
っ
た
と
聞

い
た
の
で
、
そ
の
試
食
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

や
や
大
ぶ
り
の
皮
に
包
ま
れ
た
す
り
身
と
野
菜
が
ほ

ど
よ
く
混
じ
り
、
な
か
な
か
の
美
味
。
こ
れ
な
ら
、

象
潟
風
の
味
を
ち
ょ
っ
ぴ
り
工
夫
す
れ
ば
子
供
た
ち

も
喜
ぶ
だ
ろ
う
し
、
な
に
よ
り
も
親
父
た
ち
の
酒
を

盛
り
上
げ
る
一
品
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
す
り
身
と

い
え
ば
、
四
国
の
今
治
で
食
べ
た
ジ
ャ
コ
テ
ン
も
う

ま
か
っ
た
。
な
ん
の
こ
と
は
な
い
。
地
元
で
獲
れ
た

魚
の
す
り
身
を
塩
と
コ
シ
ョ
ウ
で
味
つ
け
し
、
油
で

揚
げ
た
だ
け
だ
が
、
酒
席
が
滅
法
は
ず
む
の
で
あ
る
。

聞
け
ば
子
供
た
ち
は
お
や
つ
代
り
に
、
女
性
は
ご
飯

の
お
か
ず
に
、
男
は
晩
酌
の
つ
ま
み
に
す
る
の
だ
そ

う
だ
。
ホ
ッ
ケ
の
ギ
ョ
ウ
ザ
に
は
そ
れ
に
匹
敵
す
る

旨
さ
が
隠
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

町長室から

「うまいもの」なら大歓迎

金　　　巖

象
潟
町
議
会
議
員

　
　
一
般
選
挙
の
お
知
ら
せ

町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
任

期
満
了
に
伴
う
象
潟
町
議
会
議
員

一
般
選
挙
を
来
る
３
月
２８
日
（日）
に

実
施
い
た
し
ま
す
。

主
な
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

告

示

日
　
３
月
２３
日
（火）

選
挙
期
日
　
３
月
２８
日
（日）

投
票
時
間
　
午
前
７
時
〜
午
後
７

　
　
　
　
　
時

開
票
時
間
　
午
後
８
時
〜

開
票
場
所
　
公
民
館
大
ホ
ー
ル

選
挙
人
名
簿
登
録
基
準
日

お
よ
び
登
録
日
　
３
月
２２
日
（月）

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　
　
　
　
　
３
月
２３
日
（火）

投
票
で
き
る
人

�
日
本
国
籍
を
持
つ
満
２０
歳
以

上
の
人
（
昭
和
５９
年
３
月
２９

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

�
平
成
１５
年
１２
月
２２
日
以
前
か

ら
引
き
続
き
本
町
に
居
住
し
、

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人

転
入
・
転
出
の
人
　
新
た
に
他
の

市
区
町
村
か
ら
転
入
し
て
き

た
人
の
場
合
は
、
平
成
１５
年

１２
月
２２
日
ま
で
に
転
入
届
を

済
ま
せ
た
人
に
限
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
今
回
は
町
の
選
挙
で

す
の
で
、
投
票
日
前
日
ま
で

に
町
外
に
転
出
す
る
人
は
投

票
で
き
ま
せ
ん
。

従
来
の
不
在
者
投
票
の
よ
う
に
、

投
票
用
紙
を
封
筒
に
入
れ
て
、
そ

れ
に
署
名
す
る
と
い
っ
た
手
続
き

が
不
要
と
な
り
、
投
票
が
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

期
日
前
投
票
は
、
告
示
日
の
翌

日
３
月
２４
日
（水）
か
ら
投
票
前
日
の

３
月
２７
日
（土）
ま
で
、
役
場
町
民

ホ
ー
ル
（
期
日
前
投
票
所
）
で
行

い
ま
す
。

選
挙
期
日
に
、
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
、

冠
婚
葬
祭
等
の
用
務
が
あ
る
な
ど

一
定
の
事
由
（
現
行
の
不
在
者
投

票
事
由
）
に
該
当
す
る
と
見
込
ま

れ
る
人
が
投
票
で
き
ま
す
。

選
挙
期
日
前
の
投
票
手
続
き
が

大
幅
に
簡
素
化
さ
れ
、

投
票
し
や
す
く
な
り
ま
し
た

次
の
方
は
、
従
来
の

不
在
者
投
票
の
方
法
で

投
票
で
き
ま
す

郵
便
投
票
に
よ
る

不
在
者
投
票
の

対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

郵
便
等
に
よ
る

不
在
者
投
票
に
お
け
る

代
理
記
載
制
度

期日前投票
象
潟
太
郎

期日前投票所
にて投票用紙
への記載

選挙人本人が投票用紙を直接投票箱へ

開
票
所
へ ⬅

　　手続きが簡素化され
投票がスムーズになります

※
そ
の
ほ
か
選
挙
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
４３
―
７
５
０
７
）
へ

　
象
潟
町
公
民
館
小
砂
川
分
館
が
改
修
工
事
中
の
た
め
、
投
票
所
は
小
砂
川
駅
前

集
会
所
に
変
更
と
な
り
ま
す
。
投
票
日
当
日
は
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。

小
砂
川
地
区
の
皆
さ
ん
へ

投票日は３月２８日（日）投票日は３月２８日（日）
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【
栄
光
賞
個
人
】

◇
自
転
車
競
技
＝
▽
高
校
…
村
上
純
平
（
桜
ケ

丘
）

◇
陸
上
競
技
＝
▽
高
校
…
高
橋
裕
生
（
大
町
）

◇
弓
道
＝
▽
高
校
…
成
田
浩
一
（
武
道
島
２
区
）

◇
サ
ッ
カ
ー
＝
▽
高
校
…
齋
藤
拓
哉
（
大
森
）

◇
剣
道
・
短
剣
道
＝
▽
一
般
…
石
井
実
（
武
道

島
２
区
）、
小
松
淳
（
大
須
郷
）
、
田
中
康
久

（
２８
区
）
、
青
木
崇
洋
（
鳥
の
海
２
区
）
　

▽
高
校
…
石
井
さ
や
か
（
武
道
島
２
区
）
　

▽
小
学
校
…
八
代
誠
也
（
下
浜
の
町
）
、
藤

田
結
（
横
町
）
、
堀
口
将
希
（
小
砂
川
２
区
）

◇
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
＝
▽
高
校
…
白
瀬
美
佳

（
鳥
の
海
１
区
）

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
＝
▽
高
校
…
須
田
望
（
浜
畑
）

◇
空
手
道
＝
▽
中
学
校
…
伊
東
功
基
（
栄
町
）
、

伊
東
瑞
恵
（
栄
町
）

◇
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
＝
▽
中
学
校
…
齋
藤
夏
菜
（
横

岡
）

▽
小
学
校
…
寒
河
江
星
奈
（
桜
ケ
丘
）

◇
卓
球
＝
▽
小
学
校
…
菊
地
愛
里
（
は
ま
な
す
）、

菊
地
優
里
（
は
ま
な
す
）

※
栄
光
賞
は
全
県
規
模
の
大
会
で
優
勝
ま
た
は
東
北
・

全
国
規
模
の
大
会
で
入
賞
し
た
個
人
に
贈
ら
れ
ま
す
。

【
奨
励
賞
個
人
】

◇
硬
式
野
球
＝
▽
高
校
…
渡
邊
誠
也
（
横
岡
）

◇
軟
式
野
球
＝
▽
高
校
…
住
吉
亮
（
３４
区
）
、

須
藤
辰
徳
（
大
砂
川
）

◇
陸
上
競
技
＝
▽
高
校
…
佐
々
木
美
樹
（
大
町
）、

遠
藤
弘
晃
（
鳥
屋
森
）、
渋
谷
成
希
（
浜
畑
）

◇
サ
ッ
カ
ー
＝
▽
高
校
…
今
野
伸
哉
（
大
森
）
、

齋
藤
郁
也
（
水
岡
）
、
兼
松
雄
助
（
小
滝
）
、

齊
藤
将
（
上
浜
の
町
）、
佐
藤
佑
介
（
横
岡
）、

藤
澤
恭
平
（
栄
町
）
、
藤
澤
拓
也
（
栄
町
）

◇
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
＝
▽
高
校
…
佐
々
木
希
望

（
立
石
１
区
）
、
佐
藤
研
太
（
小
滝
）
、
須

藤
雄
飛
（
鳥
屋
森
）
　
▽
小
学
校
…
小
石
映

介
（
３４
区
）
、
森
優
菜
（
立
石
１
区
）
、
関

谷
桃
子
（
桜
ケ
丘
）
、
寒
河
江
奈
月
（
桜
ケ

丘
）
、
寒
河
江
美
空
（
桜
ケ
丘
）
、
須
藤
夏

海
（
鳥
の
海
１
区
）、
伊
藤
爽
子
（
中
丿
沢
）

◇
短
剣
道
＝
▽
一
般
…
佐
々
木
輝
也
（
臨
海
）
、

小
野
崎
健
祐
（
桜
ケ
丘
）
、
佐
藤
仁
（
栄
町
）

▽
高
校
…
藤
田
優
一
（
横
町
）

◇
空
手
道
＝
▽
中
学
校
…
石
田
純
一
（
下
新
町
）、

三
船
修
（
武
道
島
１
区
）
　
▽
小
学
校
…
伊

藤
千
種
（
駅
前
）

▽
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
＝
▽
一
般
…
伊
藤
多
津

子
（
大
谷
地
）
　

※
奨
励
賞
は
全
県
規
模
の
大
会
で
３
位
以
上
の
成
績
を

お
さ
め
た
個
人
に
贈
ら
れ
ま
す
。

象潟町スポーツ賞象潟町スポーツ賞平成１５年度

町
体
育
協
会
（
齋
藤
喜
也
会
長
）
主

催
の
平
成
１５
年
度
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式

が
２
月
１４
日
、
公
民
館
で
行
わ
れ
、
各

種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
で
活
躍
し
た

方
々
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

じ
ゅ
ん
ぺ
い

ひ
ろ
　
お

こ
う
い
ち

た
く 

や
み
の
る

じ
ゅ
ん

た
か
ひ
ろ

や
す
ひ
さ

せ
い
　や

ゆ
い

ま
さ
　
き

み
　
か

の
ぞ
み

こ
う
　
き

み
ず
　
え

か
　
な

せ
い

な

あ
い

り

ゆ
う

り

せ
い

や

り
ょ
う

た
つ
の
り

み
　
き

ひ
ろ
あ
き

ふ
み

や

ゆ
う
す
け

ゆ
う
す
け

ひ
と
し

き
ょ
う
へ
い

た
く

や

の
ぞ
み

け
ん

た

ゆ
う

ひ

え
い

す
け

ゆ
う

な

も
も

こ

な

つ
き

み
　
く

け
ん
す
け

ひ
と
し

ゆ
う
い
ち

じ
ゅ
ん
い
ち

し
ゅ
う

ち
　
ぐ
さ

た
　
づ

こ

な
つ

み

さ
や

こ

て
る

や

し
ん

や

な
る

き

こ
の
数
年
、
著
し
い
地
域
の
変

化
は
少
子
・
高
齢
化
の
進
行
で
す
。

町
内
会
の
運
営
も
、
こ
の
現
実
に

注
目
し
て
地
域
の
力
を
つ
け
る
努

力
を
す
る
こ
と
と
、
隣
人
と
の
交

流
を
積
極
的
に
図
る
こ
と
が
肝
要

で
、
お
年
寄
り
も
子
ど
も
た
ち
も

元
気
に
生
活
で
き
る
環
境
を
住
民

み
ん
な
で
構
築
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

町
内
に
活
動
の
館
が
出
来
て
、

自
治
公
民
館
活
動
の
充
実
と
推
進

を
掲
げ
て
、
健
康
づ
く
り
に
も
町

内
の
老
人
ク
ラ
ブ
（
明
寿
会
）
の

例
会
、
友
愛
の
会
、
女
性
の
つ
ど

い
な
ど
に
体
育
館
か
ら
の
出
前
教

室
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
お
年

寄
り
た
ち
は
い
き
い
き
体
操
、
ダ

ン
ベ
ル
体
操
、
ゲ
ー
ム
な
ど
に
汗

を
流
し
、
子
ど
も
の
よ
う
に
興
じ

て
い
ま
す
。

地
域
の
た
め
に
こ
れ
か
ら
も
出

前
教
室
の
事
業
は
続
け
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

還
暦
を
目
前
に
予
期
し
な
い
習

慣
病
に
倒
れ
た
。
し
か
し
、
プ
ー

ル
に
親
し
む
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

は
自
立
復
活
を
つ
か
ん
だ
！
嬉
し

さ
に
身
体
が
燃
え
た
。
い
ま
現

在
、
体
調
極
め
て
良
好
。
肝
機
能

値
３０
年
ぶ
り
に
復
活
し
、
１
月
の

血
液
・
尿
・
血
圧
等
の
検
査
は
す

べ
て
正
常
値
を
示
し
た
。
処
方
せ

ん
の
錠
剤
数
も
減
る
傾
向
に
あ
り

嬉
し
い
。
以
前
は
検
査
の
全
項
目

で
×
で
し
た
。
や
っ
ぱ
り
奇
跡
で

あ
る
。
回
顧
の
憂
い
は
ま
っ
た
く

消
え
た
！
個
人
差
は
あ
る
に
せ
よ

プ
ー
ル
運
動
の
効
き
目
は
深
い
。

健
康
づ
く
り
に
多
く
の
人
の
活
用

を
望
み
ま
す
。

さわやかスポーツ さわやかスポーツ

始めよう、健康づくり始めよう、健康づくり始めよう、健康づくり

小野寺喜一さん

（立石２区・５８歳）

　本間　祐典さん

（上浜の町・６９歳）

桐田　益人さん

（金浦町・６３歳）

プ
ー
ル
と
私

町
内
で
「
出
前
教
室
」
を

活
用
し
て
い
ま
す

プ
ー
ル
は
健
康
の
泉
だ

以
前
、
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
で
４

カ
月
も
入
院
し
た
経
験
が
あ
っ
た

た
め
、
な
る
べ
く
腰
に
負
担
を
か

け
ず
運
動
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

「
プ
ー
ル
が
最
高
」
と
友
人
か
ら

勧
め
ら
れ
、
い
い
か
と
思
い
通
い

始
め
ま
し
た
。

最
初
は
水
の
中
を
ま
っ
す
ぐ
歩

く
こ
と
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

だ
ん
だ
ん
慣
れ
て
く
る
と
自
分
の

行
き
た
い
方
向
に
歩
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
今
で
は
、
プ
ー
ル

へ
週
４
〜
５
回
通
う
日
々
が
何
年

も
続
い
て
い
ま
す
。
腰
ば
か
り
で

は
な
く
、
首
・
肩
こ
り
に
悩
ま
さ

れ
て
、
病
院
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
の

付
き
合
い
で
し
た
が
、
プ
ー
ル
で

気
軽
に
歩
い
た
り
し
て
い
る
と
完

全
に
治
り
ま
し
た
。

運
動
す
る
こ
と
と
、
プ
ー
ル
に

来
て
い
る
人
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
今
の
私
に
と
っ
て
、

と
て
も
大
切
な
も
の
に
な
り
、
こ

れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

町
民
体
育
館
の
事
業
や
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し

て
、
健
康
づ
く
り
を
し
て
い
る
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
健
康
づ

く
り
に
役
立
っ
た
と
の
喜
び
の
声
が
体
育
館
・
海
洋
セ
ン
タ
ー

に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
健
康
づ
く
り
は
だ
れ
か
が
与
え
て
く

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
自
ら
が
つ
く
り
あ
げ
る
も
の
で
す
。
い

ろ
い
ろ
な
健
康
づ
く
り
の
方
法
が
あ
り
ま
す
の
で
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
勇
気
を
持
っ
て
、
体
育
館
・
プ
ー
ル
で
運
動
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

歩
こ
う
歩
こ
う

プールで水中ウオーキ
ングを楽しむ

カラテビクス

出
前
教
室

　上郷小
　よっちゃれ

体育協会長から賞状を受けとる村上純平君　
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トピックス

全日本短剣道

女性のつどい開催

（財）
日
本
宝
く
じ
協
会
助
成
事
業
で

震
災
避
難
誘
導
標
識
と

避
難
場
所
案
内
板
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
ま
す

☆
叙
位
叙
勲

　
「
正
六
位
勲
五
等
瑞
寶
章
」

☆
県
ス
ポ
ー
ツ
賞
・
奨
励
賞

故梶原　懿寛氏
　（荒古屋）

　

　
８
月
に
東
京
・
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
た

全
日
本
少
年
武
道
錬
成
大
会
の
短
剣
道
部
門

で
準
優
勝
に
輝
い
た
誠
也
君
は
、
ス
ポ
少
で

指
導
し
て
い
る
お
じ
い
さ
ん
の
影
響
も
あ
り
、

小
学
３
年
生
か
ら
剣
道
を
始
め
ま
し
た
。

　
誠
也
君
は
今
回
の
賞
に
決
ま
り
、
「
中
学

に
入
っ
て
も
、
い
ろ
ん
な
大
会
で
優
勝
や
入

賞
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」
と
今
後
の

豊
富
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
式
は
３
月
５
日
、
秋
田
市
・
シ
ャ
イ

ン
プ
ラ
ザ
平
安
閣
秋
田
で
行
わ
れ
ま
す
。

　体を動かすことが大

好き。よさいこのほかに

Ｂ＆Ｇプールにも通っ

　ているの

ｖｏｌ．１２ｖｏｌ．１２

　毎日、お兄ちゃん、
お姉ちゃんのマネをし
て遊んでいるよ。とっ
　ても仲良しなんだ

11

　齋藤　鼓音　
　　（６才・３４区）

ち　ゃ　　ん

須藤　哲平　
　（２才・鳥屋森）

ち　ゃ　　ん

こ　と

てっぺい

げんきッズげんきッズ

　２月２４日、町民体育館で行っている「よさこいキッズ

教室」で出会った元気いっぱいの２人。

青春まっただなか青春まっただなか

ねえ

なかよ

す

かよ

からだ　　う　　　　　　　　　だい

まいにち　　 　にい

あそ

　
横
　
岡

　
齋
藤
　
貴
さ
ん
（
２２
歳
）

　
　
―
Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い
農
業

　
　
　
協
同
組
合
象
潟
町
支
店
勤
務
―

ぼ　く
わたしは

高
校
卒
業
後
、
仙
台
の
専
門
学

校
で
３
年
間
勉
強
し
、
昨
年
４
月

か
ら
秋
田
し
ん
せ
い
農
業
協
同
組

合
象
潟
町
支
店
に
勤
め
て
い
る
貴

さ
ん
で
す
。

「
農
協
で
は
、
金
融
担
当
を
し

て
い
ま
す
。
窓
口
で
お
客
さ
ま
の

応
対
を
し
た
り
、
集
金
業
務
で
得

意
先
の
外
回
り
を
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
覚
え
る
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
っ
て
大
変
で
す
が
、
お
客
さ

ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
ま
す
」

―
性
格
は

　
「
血
液
型
は
Ａ
型
で
す
が
、
細

か
い
こ
と
は
気
に
し
な
い
、
大

ざ
っ
ぱ
な
感
じ
で
す
。
面
倒
く
さ

が
り
や
で
す
ね
」

―
趣
味
は

　
「
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
す
。
今

シ
ー
ズ
ン
は
、
週
に
３
〜
５
回
く

ら
い
ス
キ
ー
場
に
通
っ
て
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。
も
っ
と
も
っ
と

う
ま
く
な
り
た
い
で
す
」

―
こ
れ
か
ら
し
て
み
た
い
こ
と
は

「
シ
ー
ズ
ン
始
め
に
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
を
し
て
も
、
筋
肉
痛
に
な

ら
な
い
よ
う
に
体
を
鍛
え
た
い
で

す
」

―
理
想
の
女
性
の
タ
イ
プ
は

「
自
分
の
わ
が
ま
ま
を
き
い
て

く
れ
て
、
包
み
込
ん
で
く
れ
る
よ

う
な
優
し
さ
を
持
っ
た
人
で
す
。

面
白
い
人
も
い
い
で
す
ね
」

ガ スン バ
レ

団　員　数　２６人
代表指導者　佐々木　康（中橋町）
指　導　者　鈴木　　誠（桜ケ丘）
　　〃　　　伊藤　武久（武道島２区）
　　〃　　　佐々木光美（上浜の町）
　　〃　　　神坂陽二郎（臨　海）
　　〃　　　小形　一成（桜ケ丘）
　　〃　　　佐藤　正道（象潟小）
　　〃　　　安井　伸也（象潟小）

ポ 少 Ｎｏ．１１

「スノーボードに夢中。
　　週３～５回はスキー場に」

象潟バスケットボール�
　スポーツ少年団女子

指導者を代表して佐々木康さん（写真）にチー
ムを紹介していただきました。
「バスケの競技だけでなく、あいさつなど礼
儀を身につけてほしいと思っています。目立つ
選手はいないですが、チームワークでがんばっ
ています。
残念なことは、中学校にバスケ部がないことで
す。スポーツ少年団の女子バスケは本荘由利で１２
チームありますが、中学校には４チームしかない
んです。好きで始めたことなので続けさせてやり
たいですね」

※指導者は男女共通

昭
和
１０
年
３
月
、
秋
田
県
師
範
学
校
を
卒

業
。
象
潟
小
学
校
等
を
経
て
、
上
川
大
内
小

学
校
長
、
前
郷
小
学
校
長
、
西
目
中
学
校
長

を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。
戦
前
・
戦
後
の
激
動

の
時
代
に
４０
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
学
校
教

育
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
象
潟
町
の
社
会
教
育
委
員
と
し
て

も
活
躍
さ
れ
、
社
会
教
育
に
お
い
て
も
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
町
選
挙
管

理
委
員
長
と
し
て
地
域
住
民
の
選
挙
啓
発
に

も
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
、
平
成
１５
年
度
（財）
日
本
宝
く
じ
協
会
の

震
災
避
難
標
識
助
成
事
業
に
よ
り
、
大
規
模
地
震
発

生
に
よ
る
津
波
災
害
か
ら
地
域
住
民
や
観
光
客
が
、

指
定
避
難
場
所
へ
迅
速
に
避
難
で
き
る
よ
う
に
案
内

板
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
事
業
で
設
置
さ
れ
た
の
は
、
み
ど
り
中
央

公
園
に
「
避
難
誘
導
標
識
」
、
象
潟
海
水
浴
場
と
小

砂
川
海
水
浴
場
に
「
避
難
場
所
案
内
板
」
で
す
。

も
し
も
の
と
き
は
、
あ
わ
て
ず
に
案
内
板
等
に

従
っ
て
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

石井　実さん　　　２連覇武道島
２　区（　　　）

「食肉と健康」をテーマに考える

　２月２１日、東京・日本武道館

で行われた「第３回全日本短剣

道大会」で、秋田県の代表として出場した石井実さ

ん（写真）が昨年に引き続き、男子個人５１歳以上の

部で優勝し、大会２連覇を果たしました。

　また、石井さんの次女・さやかさん（由利高２年）

も女子団体戦で優勝、女子個人の部でベスト８に輝

きました。

象潟小６年

八代　誠也君
　（下浜の町）

せいや

よしひろ

２月２２日、「第２７回象潟町女性のつどい」が町内

９つの女性団体と本町在住の女性約２００人が参加

のもと『食肉と健康』をテーマに開催されました。

秋田経済法科大学短期大学部教授・櫻田紀元氏に

よる講演では、「生活習慣病にかからないためには、

日本食をとることやブタ肉などの動物性タンパク質

が健康維持にも優れている食品であると」紹介。

講演後には、衰えがちな筋力を鍛えるために最適で気軽にできる『玄

米にぎにぎ体操』を参加者全員で行いました。

み
ど
り
中
央
公
園
の
「
誘
導
標
識
」

（
上
＝
写
真
）
と
海
水
浴
場
に
設
置

さ
れ
た
「
案
内
板
」（
下
）

講演する櫻田氏

参加者全員で「にぎにぎ体操」

象潟バスケットボール�
　スポーツ少年団
象潟バスケットボール�
　スポーツ少年団



こ
の
文
章
が
載
る
の
は
３
月
の
広

報
だ
と
思
い
ま
す
が
、
１０
数
年
前
の

３
月
は
、
仙
台
で
の
一
人
暮
ら
し
の

た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
準
備
を
し
て
い

た
こ
ろ
で
す
。
米
の
炊
き
方
が
分
か

ら
ず
、
実
家
に
電
話
を
し
て
聞
い
た

こ
と
や
、
指
折
り
数
え
て
帰
省
を
心

待
ち
に
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が
思
い

出
さ
れ
ま
す
。
今
で
は
幸
せ
太
り
か
、

過
去
の
シ
ャ
ー
プ
な
面
影
も
薄
く
、

見
た
目
も
気
持
ち
も
ふ
て
ぶ
て
し
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

横
岡
を
離
れ
て
い
た
期
間
は
何
年

に
な
る
だ
ろ
う
。
仙
台
で
の
学
生
生

活
が
４
年
、
酒
田
で
２
年
半
、
横
手

に
４
年
そ
し
て
今
年
ま
た
仙
台
へ
と

来
て
１
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
１０
年
以
上
も
横
岡
以
外
の
と
こ

ろ
で
過
ご
し
て
い
る
の
に
、
わ
が
故

郷
は
全
然
変
わ
ら
な
い
様
子
で
ひ
っ

そ
り
と
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。
上
郷
小

学
校
の
近
く
の
交
差
点
付
近
か
ら
見

る
鳥
海
山
と
横
岡
が
ひ
っ
そ
り
と
見

え
る
景
色
が
、
わ
が
故
郷
此
処
に
あ

り
と
い
う
雰
囲
気
で
好
き
で
す
。

象
潟
・
横
岡
は
素
晴
ら
し
い
と
こ

ろ
で
す
。
地
元
に
家
庭
を
構
え
、
ま

た
は
地
元
に
住
む
友
人
・
知
人
た
ち

は
象
潟
の
自
然
に
触
れ
、
友
人
同
士

集
い
、
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
私
は
大

変
う
ら
や
ま
し
く
思
い
ま
す
。
そ
し

て
ま
た
、
象
潟
を
守
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

最
近
よ
く
考
え
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
自
分
は
一
人
息
子
な
の
に
転
勤

族
と
し
て
回
遊
魚
の
よ
う
に
東
北
中

を
グ
ル
グ
ル
回
っ
て
き
て
い
る
が
、

こ
れ
で
い
い
の
か
と
…
。
た
だ
言
え

る
こ
と
は
酒
田
に
も
横
手
に
も
い
ろ

い
ろ
な
財
産
が
出
来
た
こ
と
で
す
。

仕
事
上
い
ろ
い
ろ
な
場
所
を
覚
え
た

り
、
祭
り
を
見
た
り
、
そ
し
て
か
け

が
え
の
な
い
「
人
」
と
い
う
財
産
を

各
地
に
築
く
こ
と
が
で
き
、
視
野
が

広
が
り
ま
し
た
。
一
期
一
会
と
い
う

言
葉
が
好
き
で
す
。
人
間
は
何
か
意

味
を
持
っ
て
生
を
受
け
て
い
る
わ
け

で
、
そ
こ
に
ま
た
何
か
を
求
め
て
い

く
の
は
自
分
で
す
。
回
遊
魚
が
ま
た

象
潟
に
戻
っ
た
と
き
が
楽
し
み
で
す
。

た
だ
し
、
回
遊
魚
は
回
遊
し
て
い

る
間
に
成
長
し
て
い
る
も
の
で
す
が
、

ぜ
い
肉
だ
け
が
成
長
し
て
い
る
自
分

に
今
は
が
っ
か
り
で
す
。
何
か
せ
ね

ば
！
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元気でＥメール

齋
藤
　
康
範
さ
ん
・
３３
歳

　
（
宮
城
県
仙
台
市
在
住

　

　
　
　
　
　
　
＝
横
岡
出
身
）

い
ろ
い
ろ
な
場
所
を

回
遊
し
成
長
し
た
い

第２５回

企業
   探訪

創
　
　
業
　
平
成
７
年
８
月

所

在

地
　
洗
釜
字
砂
山
３
―
６９

代
　
　
表
　
佐
藤
　
武
彦

従

業

員
　
２
名

事
業
内
容
　
各
種
金
型
、
金
属
部
品
製
造

　
粉
末
冶
金
、
プ
レ
ス
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
等
各
種
金
型
を
製
作
、
高
度

熟
練
技
能
者
（
厚
生
労
働
省
認
定
）
、

職
業
訓
練
指
導
員
（
機
械
科
）
免
許

を
取
得
し
て
い
る
佐
藤
社
長
（
写
真
）

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
―
特
殊
金
属
を
加
工
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
が
。

　
「
タ
ン
グ
ス
テ
ン
カ
ー
バ
イ
ト

と
い
う
物
質
を
主
成
分
と
し
た
超

硬
合
金
と
い
う
材
料
で
金
型
、
部

品
等
を
加
工
・
製
作
し
て
い
ま
す
。

金
型
は
、
何
ト
ン
も
の
圧
力
を
か

け
て
製
品
を
プ
レ
ス
す
る
の
で
、

高
硬
度
で
耐
摩
耗
性
の
す
ぐ
れ
た

材
料
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
材
料
を
使
用
し
て
高
精
度
な

金
型
等
を
加
工
・
製
作
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
、
高
度
で
熟
練

し
た
加
工
技
術
が
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
」

　
―
精
密
な
製
品
を
製
作
し
て
い
る

よ
う
で
す
か
。

　
「
単
位
で
言
え
ば
、
５
〜
１０
　
の

許
容
範
囲
で
金
型
・
部
品
を
加
工
、

製
造
し
て
い
ま
す
。
光
学
倣
研
削
盤

と
い
う
精
密
加
工
の
で
き
る
機
械
設

備
で
高
精
度
な
加
工
、
多
種
多
様
な

お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
で
き

る
わ
け
で
す
」

　
―
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
。

　
「
高
精
度
な
金
型
、
部
品
が
要
求

さ
れ
て
い
る
現
在
、
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
よ
う
最
新
技
術
や
知
識
、
情

報
収
集
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
高
度
熟
練
技

術

者

の

認

定
、
職
業
訓

練
指
導
者
の

資
格
を
生
か

し
『
物
づ
く

り
の
楽
し
さ
』

を
若
手
人
材

に
伝
え
て
行

け

た

ら

と

思
っ
て
い
ま

す
」

　
１
／
１
０
０
０
　
レ
ベ
ル

　
の
精
度
を
追
求
す
る
特
殊

　
整
備

▲

ヨコのカギ
㈰規模はマグニチュード７．１（推定）
で、潟底が「りゅ◯◯」しました。
㈪「ぶ◯◯元年」（１８０４）の６月４日
（新暦の７月１０日）のことです。
㈫「から◯い◯」は２．４mも底が持
ち上がったことを証明しています。
㈬２００４年は、その出来事から
「２００◯◯」の記念すべき年で
す。
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問題
　ヨコのカギで横マス
をうめると、太マスの
言葉ができあがります。

　ふるさと
　探　 検
　パ ズル

先
月
号
の
答
え

　お分かりになった方は、ハガキまたは

ファクス（４３―５７０７）で、住所・氏名・
年齢・電話番号を明記の上、できればメッ

セージを添えて、〒０１８―０１９２ 象潟町役場

広報クイズ係まで。締め切りは３月１９日

（金）の消印まで有効。正解者の中から抽選

で５人の方に記念品をプレゼントします。

発表は４月号の紙上で。先月の当選者は次

の５人の方です。（敬称略）
齋藤裕子（小浜・唐ケ崎）、佐々木容子（武

道島２区）、齋藤春雄（上荒屋）、武田梅子

（福島県）、伊藤民治（埼玉県）

ケニーの見聞録

今一番ほしい物…ＮＢＡ（米国のプロ
　　　バスケットリーグ）のジャージ
　　　とシューズ

ケネス・リーさん　
　　　　　　　ＣＩＲ（国際交流員）

材料（４人分）
　青菜（ほうれん草など）４００ｇ
　豚薄切り肉 　４００ｇ
　厚揚げ　　　１／２枚
　しめじ　　　２パック　
　人参　　　　　６０ｇ
　ショウガ　　　１片

塩・こしょう　　少々
サラダ油　　　大さじ２
　　みそ　　　大さじ３
　　酒　　　　大さじ２
　　砂糖　　　大さじ１
　　豆板醤　　　少々

　青菜は野菜の中でも栄養

価が高く、特にビタミンＡ・

Ｃ、カルシウム、鉄分、カ

リウムを多く含んでいます

旬魚　菜　逸　品
のものでつくる旬魚　菜　逸　品
のものでつくる
魚　菜　逸　品
のものでつくる

「バレンタインデー」と「ホワイトデー」

　食生活改善推進協議会のメンバー
の方が、地場産の旬の食材を使って
つくった料理を紹介します。�
　今月の旬のものは『青菜』

青菜と豚肉のみそ炒め

立石１区　　　　小砂川２区　　　小砂川２区
大橋　礼子さん　横山　良子さん　土門　徳子さん　

バレンタインデーの由来の説はたくさんあるけど、僕が１番思

い出すのは…刑務所に投獄されたバレンタインという人が、刑務

所長の娘と恋に落ちて、２月１４日の死刑執行前に手紙を送ったと

いう話です。その手紙の結びの言葉が“バレンタインより”だっ

たことから、現在「バレンタイン」は恋人への手紙やカードを送

るという意味が残っているのです。

当初は、気持ちを伝えたものはチョコではなく、手紙だったの

です。現在のアメリカでも、チョコか赤いバラなどの花、装飾品

などが贈られますが、基本はカードです。クラスメートや先生と

カードを交換するので、日本の年賀状と似ています。子どもたち

にとっては、恋愛というより友好の日なのです。

アメリカでは、この日にお互いでカードやプレゼントを交換し

あうので、１カ月後のホワイトデーはありません。ホワイトデー

は４０年前くらいに、日本のキャンデー会社が「マシュマロデー」

としてつくったと言われています。そして、マシュマロの色か

ら「ホワイトデー」になったそうです。

インターネットで調べてみると、韓国には日本と同様にバレン

タインデーとホワイトデーがあり、さらに４月１４日は「ブラック

デー」として祝うそうです。その日に恋人がいない人は、ほかの

寂しい人と特別な黒い麺を食べたりするそうです。その麺も美味

しそうだし、人と一緒だから寂しくないかもね。

作り方
㈰青菜は洗って３～４ｃｍ長さに切る。豚肉はひと口大に切って、塩、
こしょうをふっておく

㈪しめじは根元を切ってばらし、人参は千切りにし、ショウガは薄
切りにする。

㈫厚揚げは熱湯をかけて２ｃｍくらいの角切りにし、調味料は混ぜ合
わせておく。

㈬中華鍋（フライパンでもよい）にサラダ油を入れてショウガを炒
め、次に豚肉を炒める。

㈭豚肉の色が変わったら青菜と人参、しめじ、厚揚げを入れて、青
菜がしんなりしてきたら調味料をまわし入れ、手早く混ぜる。

こ ど も た ち
㈪

し も あ ら や

き

り

し し ま い

な

の ぼ り

㈫

㈰

㈬

㈪
ぶ

た

じ

か ら 　 い

２ ０ ０

り ゅ

さ

㈫

㈰

㈬

調
味
料｛

（有）
マ
ル
チ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

ミ
ク
ロ
ン

ミ　
リ

や
き
ん

な
ら
い

こ
　
こ
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◆「ベンハムのふしぎな円盤をつくろう」
日時　３月６日（土）、７日（日）　
　　　㈰午前１０時～１１時
　　　㈪午後２時～３時
場所　フェライト子ども科学館
内容　フェライト子ども科学館のリ

ニューアルオープンを記念し、
回転させると色が浮かびあがる
不思議な円盤をつくる

参加料　入館料が必要
問い合わせ先　フェライト子ども科学

館（☎３２―３１５０）

◆「ひなまつり」
期間　開催中（４月４日まで）
時間　午前９時～午後５時
場所　亀田城佐藤八十八美術館、天鷺

村、資料館
内容　享保雛、大正雛、現代雛などの

展示
入場料　亀田城佐藤八十八美術館は入

館料が必要
問い合わせ先　亀田城佐藤八十八美術

館（☎７４―２５００）

◆「オコジョの森の雪まつり」
期日　３月２１日（日）
　　　午前１１時～午後６時
場所　鳥海オコジョランドスキー場
内容　雪上車＆スノーモービル体験乗

車会、ウインターライブほか
問い合わせ先　鳥海オコジョランドス

キー場（☎５８―２９３２）

◆「早春やしお元気まつり」
期日　３月７日（日）
　　　㈰午前１０時～午後３時
　　　㈪正午～午後１時
場所　㈰八塩いこいの森
　　　㈪黄桜温泉「湯楽里」
内容　㈰スノーモービルトライアル　

体験会ほか
　　　㈪豚汁サービス
問い合わせ先　東由利町企画課
　　（☎６９―２１１３）

矢島町

金浦町

鳥海町

大内町

岩城町

由利町

東由利町

仁賀保町

鳥海町広　 域

情　 報

ＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

健康・福祉

町営住宅入居者募集

小中学生の
学費援助申請案内

(

(

自 衛 官 募 集

親子料理教室
　　　参加者募集

都市農村交流センター
浴場休業のお知らせ

公共下水道工事に伴う
通行止め

職種　ガス製造所管理人

職務内容　◇ガス製造所および砂

子島工場のガス製造設備の監

視、保守等

　　◇日直：午前８時３０分～午後

５時１５分

　　◇宿直：午後５時１５分～翌日

午前８時３０分。月に２０日程

度の輪番制

募集人員　１名

任用期間　４～３月（更新あり）

その他　◇年齢６０歳までの健康な

方　◇健康・厚生・雇用保険

加入　◇本町に在住している

方に限る

申し込み・問い合わせ先　履歴書

に写真を添付して、３月１０日

（水）まで直接または郵便（ガス

水道事業所 〒０１８―０１００    字

琴和喜１７―１　☎４３―２４５０）で

提出してください。　

◆リハビリ学級

日時　３月１０日（水）

　　　午後１時～３時３０分

場所　町保健センター

内容　機能訓練

◆父と子のふれ愛クッキング

日時　３月１３日（土）

　　　午前１０時～午後１時

場所　町構造改善センター

内容　食べ物の働きについて、調

理実習

対象　小学３年～６年生と保護者

参加料　材料代１００円

申し込み先　３月１１日（木）まで福

祉課保健係（☎４３―７５０１）へ

◆介護講習会

日時　３月１３日（土）

　　　午後１時３０分～３時

場所　町保健センター

内容　「ボランティアとコミュニ

ケーション」～耳を傾け、心

からの声を聞こう～

申し込み先　３月１０日（水）まで福

祉課介護保険係（☎４３―７５０１）

へ

◆歯科健診

期日　３月１７日（水）

受付　午後１時３０分～１時４０分

場所　町保健センター

対象　平成１３年１２月～１４年３月

生まれ

◆乳児健診

期日　３月１９日（金）

受付　午後１時～１時３０分

場所　町保健センター

対象　平成１５年３月、８月、１０

月２０日～１１月１８日生まれ

魚のおろし方、魚料理に親子で

チャレンジしてみませんか？漁協

女性部の皆さんに指導を受けなが

ら、魚のおろし方とホッケ料理・

サケのカルパッチョに挑戦！

日時　３月２１日（日）

　　　午前９時～午後１時

場所　町構造改善センター

対象　本町在住の小学生とその親

（３月卒業者含む）

募集人数　１０組（先着順）

参加料　無料

申し込み先　町農林水産課林務水

産係（☎４３―７５０５）へ

援助の内容　学用品費、修学旅行

費、給食費等

申請方法　学校教育課に備え付け

てある用紙に記入し、３月２５

日（木）まで提出

添付書類　収入のある家族全員の

収入を明らかにするもの（１５

年中の所得について申告した

ものの写し）

提出・問い合わせ先　学校教育課

（☎４３―７５０８）

建石団地　　２ＬＤＫ　１戸（２階）

松ケ丘団地　２ＬＤＫ１戸（２階）

申し込み先　３月１５日（月）まで、

　　建設課管理係（☎４３―７５０９）

へ

都市農村交流センターの浴場は、

修理のため休業となります。

交流室と加工室は使用できます。

期間　３月３日（水）～１７日（水）

問い合わせ先　都市農村交流セン

ター（☎４６―２８６５）

公共下水道工事により、立石地

区内の下図の個所が時間制限で全

面車両通行止めになります。なお、

歩行者等については交通指導員の

誘導に従って通行できます。

皆さんにはご不便をおかけしま

すが、ご協力をお願いします。

期間　４月２８日まで

問い合わせ先　仁賀保地区衛生施

設組合（☎３２―４０７５）

日時　３月１７日（水）

　　　午後６時３０分～

場所　象潟中学校体育館

参加対象　町内に事務所を有する

職場チーム

参加料　１チーム５００円と一人に

つき保険料１００円

申し込み・問い合わせ先　１５日（月）

まで参加申込書（町民体育館

備え付け）に記入のうえ、参

加料を添えて、町民体育館（☎

３３―８８５５）へ提出

日時　３月２１日（日）　午前１０時３０

分～午後３時３０分

場所　県社会福祉会館（秋田市）

内容　◇講演「ひとり親家庭にお

ける身近な法律相談」～養育

費の請求方法や相続、金銭ト

ラブル解決法など、生活上覚

えていたほうが良いことにつ

いて～　

　　講師：秋田弁護士会

　　　　　　湊　貴美男氏

　　◇無料個別相談

申し込み・問い合わせ先　３月４

日（木）まで、町福祉課福祉係

（☎４３―７５０１）へ

三崎公園の岸壁は、国の絶滅危

ぐⅡ種に指定されている希少な猛

禽類「ハヤブサ」の繁殖地となっ

ています。猛禽類の繁殖期にあた

る３月から６月までの間は、フ

リークライミングなど岩場でのス

ポーツレクリエーションを極力自

粛してくださるようお願いします。

問い合わせ先　町商工観光課観光

係（☎４３―７５０４）

所在地　東京都中野区白鷺１―７

―１０

募集人員　男性６名

寮費　一人部屋　年間４２万円

　　　二人部屋　年間２４万円

　（光熱水費、食事は別途）

申し込み・問い合わせ先　小林工

業（株）（☎２２―５３２０）

米作付け数量等の配分
平成１６年度から米の需要と供給の調整は、転作の配分から生産

数量の配分に変わります。

各農家には、すでに生産目標数量等配分の通知を送付しており

ますが、まだ配分の通知を受け取っていない方がおりましたら、

各地区の農協支部長（農業振興推進員）に確認してください。

配分の通知がない場合は、作付け面積の配分等が必要ですので、

お早めにＪＡ象潟町支店または農林水産課農政係に申し出てくだ

さい。

　　　　　　　　　ＪＡ象潟町支店営業資材課（☎４３―４３００）

　　　　　　　　　町 農 林 水 産 課 農 政 係（☎４３―７５０５）

関漁業生産
組合事務所

白糸小橋

国
道
７
号

至
本
荘
市

至
酒
田
市

工事個所

奈曽川

諏訪神社

ハヤブサ繁殖地への
立ち入り自粛を

ひとり親家庭の
「法律相談」を開催

（財）由利学生東京寮
　１６年度寮生募集

職場対抗バスケットボール
大会参加チーム募集

防衛庁では、平成１６年度大学を卒業される生徒ならびに自衛官未経験者を対象に募集を行います。

◇予備自衛官補（一般・技術）

応募資格　一般…１８歳以上３４歳未満で学生を含む

　　技術…１８歳以上５５歳未満で国家資格等を有する者

　※自衛官未経験者であること

受付締め切り　４月９日（金）

試験日　４月１７日～１９日（いずれか指定された１日）

試験会場　一般…秋田市、技術…仙台市

◇自衛隊幹部候補生（一般・技術）

応募資格　２０歳以上２８歳未満で、大学卒業もしくは卒業見込みの者

受付締め切り　５月１１日（火）

試験日　５月２２日（土）

試験会場　秋田市

問い合わせ先　自衛隊秋田地方連絡部本荘募集事務所（☎２２―３４７９）

３月１日（月）から７日（日）までは、建築物防災週間です
　皆さんが安心できる建築環境をつくるためには、住宅などの安全

性・防災対策に対する一人ひとりの理解が欠かせません。皆さんの

住宅や身近な建築物の防災に関心を寄せてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝秋田県＝

学童保育従事者を再募集しています

　申し込みは３月１０日（水）まで履歴書を提出。詳細は福祉
課福祉係（☎４３―７５０１）へお問い合わせください。

３月は、象潟町の生活習慣病

予防月間です

「健康づくりで輝く笑顔　
　　こころも体もさわやかに」

きん

ガス水道事業所
　　　　　臨時職員募集



佐　藤　　功　（大　　　森）

佐　藤　望　美（本　荘　市）

佐々木　　学　（鳥の海２区）

横　山　友香里（　　関　　）

須　田　稔　行（３２　　　区）

小　田　智　子（酒　田　市）

太　田　正　直（鳥　海　町）

佐　藤　　優　（横　　　岡）

齋　藤　耕　作　　　   横 　 岡

平　尾　織　花　　　  荒　古　屋

松　田　友　芽　  　　松 ケ 丘

阿　部　愛　梨　　　　中　橋　町

佐々木　綾　斗　　　　武道島２区

市　川　愉　千　　　　鳥の海２区

吉　川　望乃果　　　　小　　 滝

佐　藤　琳　七　　　　３４　　区

眞　坂　兼　治（７９歳）駅 　 前
阿　部　キ　ン（８４歳）中 橋 町
佐々木　　博　（７８歳）冠   石
安　齋　ツ　ル（９１歳）２８              　区
齋　藤　フサノ（７６歳）本         郷
佐々木　　忍　（５３歳）下浜の町
藤　原　榮　吉（８０歳）桜 ケ 丘
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※広報に掲載してほしくない方は、届け出のと
　きに住民係へお申し出ください。

平成１６年１月末現在

世帯数　　４，０８６　（－　４）〈＋　２〉
人　口　１３，０８５人（　　０）〈－　４２〉
　男　　　６，２７８人（－　２）〈－　１９〉
　女　　　６，８０７人（＋　２）〈－　２３〉
※（ ）内は前月比、〈〉内は前年同月比

転入…１４人（　１４）     出生…　７人（ 　７）
転出…１０人（　１０）     死亡…１１人（　１１）
※（ ）は１月からの累計

  ７日・伊藤医院（☎４３―４１７１）
　１４日・神坂医院（☎４３―３１０８）
 ２０日・象潟駅前皮フ科（☎４３―５２５２）
 ２１日・池田医院（☎４３―３１０６）
　２８日・さいとうクリニック（☎４３―３１０５）
診察時間は午前１０時～正午、午後１時
～３時です。―町医師会―
※変更の場合の問い合わせは、役場
　か消防署（☎３８－２３１０）へ

・親子ふるさと探検　講師：由利
　高校教諭・加藤竜悦氏（象潟海
　岸ほか　９時３０分～）

・ビン収集日（指定袋）

・北都銀行バドミントン講習会
　（町民体育館　１０時～）

・ビン収集日（指定袋）

・青竹ビクス教室（町民体
　育館　１０時～）

・象潟中学校卒業式

・小中学校修了式
　（春休み４／３まで）

・象潟・上浜・上郷小学校卒業式

・職場対抗バスケットボール大会
　（中学校体育館　１８時３０分）

・カン収集日（ボックス）

・カン収集日（ボックス）

・第６回資料館教室
　講師：横山正義氏
　（公民館　１３時３０分～）

・第２３回町内職場対抗バ
　ドミントン大会（町民
　体育館　８時３０分～）

・スポーツ少年団退団式
　（町民体育館　９時～）

・鶴泉荘休館日

・明星保育園卒園式
・思春期子育て講演会
　（公民館　１３時～）

・白寿大学修了式

・ねむの丘休館日 体
体 体 体体

体

体

体

体

体
体

保
保保保

体

体

Ｂ

公

公

郷

郷

・ペットボトル収集日（指定袋）

・ペットボトル収集日（指定袋）

・第２５回町民フットサル大会
　（町民体育館　８時３０分）

２６　金

１　月

９　火

３　水

６　土

７　日

８　月

１９　金

１２　金

３０　火

２２　月

１５　月

２０　土
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慶 弔 １月１６日～２月１５日

届け出分

人口・世帯の動き

３月の在宅当番医
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て

と

・国保税第８期納期限
・仁賀保高校卒業式

３月のこよみ

〔

〔

〔

〔

・白百合幼稚園・保育園
・ひまわり幼稚園・保育園
・小砂川保育園
・星城保育園

卒園式｝

・象潟町議会議員一般選
　挙投票日

佐々木　弥　一（７８歳）水   岡
加　藤　オミカ（７８歳）小砂川１区
白　幡　比佐子（８６歳）下 荒 屋
遠　田　昭　伍（７３歳）３４　　区
田　仲　ハ　ナ（８２歳）潟見町２区

訂正とお詫び
先月号おくやみ欄の本多菊江さんの

行政区「松ケ丘」は「桜ケ丘」の誤

りでした。訂正してお詫びします

日時　３月７日（日）　午前６時

　自治体消防になった日を記念

する消防記念日に伴い、サイレ

ンの吹鳴、半鐘の打鐘を行いま

す。


